別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:　新　環境保全型農業直接支払交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農業技術課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111
（内2847）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,880千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　農業者等が化学肥料・化学合成農薬を原則5割以上低減したうえで、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む場合、取組面積に応じた支援を行う。
【対象となる営農活動】
・カバークロップの作付

・リビングマルチ、草生栽培の実施

・冬期湛水管理

・有機農業の取組


【支援額】

・8,000円/10a（負担割合：国1/2、県1/4、市町村1/4）
	２　所要経費


補助金　11,880千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


第５章　県が取り組む政策の方向性

Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　○売れる農畜産物をつくる

（５）環境と調和した農業生産を推進する。
	２　これまでの取組状況


・環境保全型農業については、化学合成農薬・化学肥料を３割以上削減する取り組みを｢ぎふクリーン農業｣と定義し、平成６年より普及推進を図ってきたところである。
・また、平成１９年度からは、地域でまとまりをもって取り組む化学合成農薬・化学肥料を５割以上削減する取り組みに対し、国と地方が一体となり支援を実施してきたところである。

	３　これまでの取組に対する評価


・ぎふクリーン農業の平成２１年度末の生産登録面積は、県下作物作付面積の２４％にあたる１２，３７７ｈａ（３割以上削減）まで拡大し、県土環境の保全に貢献している。

・また、５割削減の取り組みも、農地・水・環境保全向上対策の実施等により拡大してきており、平成２１年度末のぎふクリーン農業における５割以上削減の生産登録面積は２，６２５ｈａとなっている。
・今後は、より環境保全効果の高い５割以上削減取り組みの一層の拡大を図るとともに、地球温暖化防止や生物多様性保全に貢献する営農活動の普及を図ることが必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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